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 本委員会に付託された審査事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第７

７条の規定により報告します。 

 

【審査の目的】 

 五ヶ瀬町議会基本条例第２２条第１項の規定される目的の達成度の検討について、五ヶ瀬

町議会基本条例の見直し手続に関する要綱に基づき評価を行う。 

 

【評価の経過】 

Ｒ８．７．３１ 評価シートを全議員へ送付 

Ｒ８．９．１ 評価シートを全て回収 

Ｒ８．９．２ 議会全員協議会において集計結果の検討 

 

【評価の指標】 

５ 充分に達成（９～１０割） 

４ 概ね達成（７～８割） 

３ 一部達成（５～６割） 

２ 不 足（３～４割） 

１ 未達成（３割未満） 

 

【評価の結果】 

 別紙 評価結果表 

平成２９年６月に議会基本条例を制定後、９回目の評価作業となったが、依然として評価

の指標の捉え方には個人差が見られる部分があるため、今後評価作業を実施していく中で、

議員間で共通の理解を深め、評価結果の精度向上に努めていくことが重要であると考える。 

集計の結果、見直しの対象となる２以下の評価はなかったが、評価の低かった「専門的知

見の活用、公聴会制度及び参考人制度の活用」については、活用に向けた具体的な方策を検

討すること、「議会図書室の設置及び公開」については、必要な図書について議会内で検討し、

整備を計画的に進めていくこと、行政課題の説明会の開催については、昨年より評価が下が

っており、モニター制度の導入及び、町民組織・各種団体との意見交換会の更なる充実を図

り町民への説明を行うべきである。 

「政治倫理に関する条例の制定」については、政治倫理に関する議員の理解を深めること

と合わせて、制定に向けた取組を改めて検討していくこととする。 

 

【結果の公表】 

本委員会における評価の結果については、五ヶ瀬町議会基本条例の見直し手続に関する要

綱第７条第２項に基づき議会ホームページ及び議会だよりに掲載し、広く町民に周知を図る

こととする。 


